
１
　
は
じ
め
に

本
論
文
は
、
イ
ワ
ク
ラ
に
お
い
て
も
モ

ン
テ
リ
ウ
ス
の
型
式
学
に
類
似
し
た
進

化
論
的
兆
候
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
三
輪
山
の
奥
津
イ
ワ
ク
ラ

中
津
イ
ワ
ク
ラ

・
辺
津
イ
ワ
ク
ラ
の
三

つ
の
イ
フ
ク
ラ
が
、
進
化
論
的
に
奥
津

イ
ワ
ク
ラ
に
端
を
発
し
、
辺
津
イ
ワ
ク

ラ
、
中
津
イ
ワ
ク
ラ
の
順
に
成
立
す
る

こ
と
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
宝
塚
市
の
中
山
寺
奥
の
院

の
裏
山
に
あ
る
三
つ
の
イ
ワ
ク
ラ
の

進
化
論
的
兆
候
を
指
摘
し
た
の
ち
、
西
　
（

宮
市
の
越
木
岩
神
社
の
甑
岩
を
辺
津

イ
ヮ
ク
ラ
と
す
る
北
山
の
イ
ワ
ク
ラ

太
陽
祭
祀
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

最
後
に
、
越
木
岩
神
社
の
稚
日
女
の

イ
フ
ク
ラ
が
、
太
古
か
ら
存
在
す
る
も

の
で
な
く
、
社
殿
神
道
の
影
響
に
よ
り

後
世
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

推
論
し
た
。

２
　
イ
ワ
ク
ラ
進
化
論
の
イ
メ
ー

ン̈
考
古
学
の
研
究
手
法
と
し
て
、
ダ
ー

ウ
イ
ン
の
進
化
論
を
と
り
い
れ
た
モ
ン

テ
リ
ウ
ス
の
型
式
学

（下
注
参
照
）
が

あ
る
。
し
か
し
、
土
器
と
イ
ワ
ク
ラ
で

は
あ
ま
り
に
そ
の
扱
う
対
象
が
違
い
す

ぎ
る
の
で
、
イ
ワ
ク
ラ
ヘ
の
直
接
適
用

は
困
難
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
本
論
で
は
、
進
化
論
的
な
考

え
方
を
と
り
い
れ
た
イ
ラ
ク
ラ
の
研
究

方
法
を
、

「イ
フ
ク
ラ
進
化
論
」
と
し

て
独
自
に
提
案
す
る
。

（注
）
本
論
文
を
よ
り
よ
く
理
解
す

る
た
め
に
、
本
論
文
で
援
用
し
た
モ

ン
テ
リ
ウ
ス
の
型
式
学
の
要
点
を
以

下
に
解
説
す
る
。

（文
献
１
）

『
モ
ン
テ
リ
ク
ス
は
、
生
物
の

「種
」

が
進
化
す
る
よ
う
に
、
考
古
資
料
の

「型
式

（け
い
し
き
）
」
も
進
化
す
る

と
説
い
た
。

「型
式
」
は
あ
る
同

一
種

に
お
け
る
、
始
原
か
ら
現
在
ま
で
の
進

化
過
程
の
指
標
を
指
す
．
ヒ
ト
で
い
う

な
ら

「猿
人
」

「原
人
」

「旧
人
」

「新

人
」
等
、
人
類
の
進
化
を
特
徴
付
け
る

指
標
の
こ
と
を

「型
式
」
と
呼
ぶ
。
そ

し
て
、
た
壬
口資
料
に
も
型
式
の
連
な
り

は
あ
り
、
各
型
式
の
比
較
に
よ
っ
て
型

式
の
進
化
過
程
を
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
た
。

型
式
変
遷
を
説
明
す
る
と
き
用
い

る
重
要
な
概
念
が

「痕
跡
器
官
」
で
あ

る
。

「痕
跡
器
官
」
と
い
う
の
は
生
物

学
の
用
語
で
、
元
々
は
実
用
的
な
機
能

や
意
味
を
有
し
て
い
た
が
、
時
代
を
経

る
ご
と
に
そ
の
機
能
　
意
味
が
失
わ
れ

て
し
ま
い
、
そ
れ
で
も
形
骸
化
し
た
痕

跡
と
し
て
、
視
覚
的
に
ま
だ
確
認
で
き

る
器
官
の
こ
と
を
指
す
。
例
え
ば
、
ヒ

ト
は
サ
ル
か
ら
進
化
し
た
生
物
で
あ

る
が
、
こ
の
２
つ
の
種
は

「尻
尾
」
と

い
う
性
質
を
見
て
も
、
そ
う
言
え
る
。

サ
ル
に
は
、
尻
尾
が
付
い
て
い
る
．
尻

尾
と
し
て
本
来
的
な
機
能
を
有
し
て

い
る
状
態
で
あ
る
。
対
し
て
ヒ
ト
を
見

て
み
る
と
、
ヒ
ト
の
尾
に
当
た
る
部
分

13

神奈備LLイ ワクラ群の進イ猫 釣考察
<越木岩神社 稚 日女のイツクラ>

会員 江頭 務



―

,I

申
騨
〓
‥
口
童

ｏ９
羊
箭
飛
ヾ

″
戦
＠
聖
織
。，
準
不
認
）
「騨
留
４
′

乙
ン
Ｏ
ｃ
〓
」
ν
♀
唯
ヨ
）

（γ
盤
）

‘
′
‘
′
⑫
Ｏ

一
Ｃ

，
■
副
■
０
中

ａ
〓
専

⑫
影
颯
＠
ヽ
理
》
織
剛
Ｙ

，
）
拠
》
割

￥
　
‘
′
４
ン
０
０
〓
‥
０
／
′
‘
Ｙ

申
嚇
〓
‥
口
董

。９
７
３
町
ヨ
）

（７
盤
）

‘
‘
４
′
Ｏ
ｃ

一
ι
ｑ^
「
轟
０
中

型
当
割

￥

・
‘
′
‘
ン
Ｏ
ｃ
一
Ｔ

ｇ
／
イ
‘
Ｙ

申
騨
〓
‥
口
童

（７
鯉
）
‘
′
４

ン
⑫
Ｏ

一
「
鰈
ユ
申
‥
笞
髪
⑫
駒
崚

型
当
箭

￥

・
‘
′
‘
ン
⑫
Ｏ

Ｔ

Ｖ
／
Ｋ
‘
γ

。̈

■
９

ψ
副
「
イ
ー
‘
′
⑫
崚
９
準
■
摯

，
０

Ｉ
■
習
裂
０
陥
￥

「ヽ
γ
嘔
当
ψ
印
邸

酎
■

，
７

，
７
７
並
「
‘
′
４
ン

ヽ，

■
，

・Ｃ
ワ
マ

，
ツ
撃
⑫
幸
ロ
コ
⑫
９

Ｑ
Ｔ

，
）
‘
′
４
ン
⑫
Ｏ

一
■
■
■
準

摯
⑫
‘
′
乙
ン
ψ
々
導

「ヽ
‘
Ｔ

，
０

Ｔ
９
）
聾
０
〇

一
）
陥
穀

ｏ準
）
「
ａ

～
Ｖ
／
イ
‘
‘
コ
明
隆
ゾ
熱

２ヽ
隠

一

⑫
´
ｌ
κ
ン
０
躍
η
裂
４
′
４
ン
ツ
■

目
婁
コ
導
⑫
‘
′
４
ン
０
印
勤
》
崚

ｏ９
９

，
Ｏ
ｑ
７
■
〓
研
２
鮨
摯

宴
婆
⑫
‘
′
乙
ン
０
￥
日
魏
０
■
爆
黒

Ψ
酵
０
単
阜
曼

ヽ̈

ψ
■
９
２
章
身
切

響
η
諏
０
難
‘
′
４
ン
ロ
動
半
織

〓ヽ

Ｏ
Ｐ
ヽ
「
畢
襲
９
）
）

コヽ
￥
躍
Ψ

ｏ９
９

，

聖
Ｔ
⑦
躍
”
載
‘
′
４
ン

コヽ
７
ｒ

。９
ψ
イ
聾
Ｌ
コ

軍
場
Ｏ
Ｗ
当

〓ヽ
ユ
）
Ｐ
■
９
畔
２
型

半
４
′
乙
ン

，
）
イ
ー
‘
）
⑫
黒

コヽ

コ
年

，
■
置
薫
「
切
僕
■
裂
２
イ
ー
′

）
０
暑
？
型
》
‘
′
４
ン

ユヽ
，

２

。＞
０

，
●
騨
２

イ
ー
‘
）
⑫
暑
ツ
０
↓
音
マ
ク
Ｖ
「

‘
Ｉ
⑫
蠣
壺

口ヽ
ヾ
７
■
「
ν
撃
０
蜘

。９
準
コ
裂

２
´
―
′
）
⑫
製
９
９
）
帯
ｕ
■
ユ

‘
，

７
帯
９
９
９
２
γ
側

ユヽ
中
０
２

。^
）́

準
警
影
「
￥
？
Ｖ
駒
「
型
影
‘
′
４
ン

ｏ９
９
■
筆
蕩

，
罐
立

Ｗヽ

一
コ
辞

『
。９
９

ユ
⑫
９
〓
ユ
）
７
■
９
■
科
当
副
２

肇
邸
⑫
η
摯
⑫
聾
∽
平

２ヽ
７
■
９
準

彰
議
＞
Ｆ
２
日
器
靖
ョ
０
■
　
６
マ
ユ

⑫
ｑ
‘
０
７
旦
器
驚
寧
ヾ
７
■

ｏ９
９

ユ
⑫
ヽ
ワ
゛
＞
０
■
層

，
ｎ
？
餡
当

鯛
露
Ｌ
ヾ
７

，

ユヽ
０
■
７
７
α
￥
）

騨
雛
ン
申
半
幸
‘
●
７
留
ビ
「
ユ
準

「ヽ
喜
習
０
■
ｎ
）
ｎ

。２
●

，
０
業
）

蜘
郷
⑦
冒
笞
⑫

，
Ｏ
Ｗ

ユヽ
郷
‘
¨
Ｐ

『喜
習
」
コ
「
■
２

７ヽ
９
）

，
笞
２

米



ス
テ
ツ
プ
Ｄ
‥
二
つ
の
イ
フ
ク
ラ

（形

式
的
）
　

太
陽
祭
祀
か
ら
人
格
神
祭
祀

へ
の
移
行
の
加
速

ス
テ
ッ
プ
Ｃ
が
自
立
し
、
三
つ
の
イ
フ

ク
ラ
の
最
終
的
発
展
段
階
と
し
て
、
三

つ
の
イ
フ
ク
ラ
思
想
の
形
式
化

・
象
徴

化
が
進
む
。

（裏
返
し
て
言
え
ば
、
イ

ワ
ク
ラ
祭
祀
の
衰
退
）

「石
神
祭
祀
と
社
殿
神
道
」
の
思
想
の

萌
芽

事
例

‥
越
木
岩
神
社
と
北
山

中
山
吾
孫
子
本
神
所

ス
テ
ツ
プ
Ｅ
‥
［岩
門
＋
小
さ
な
イ
フ

ク
ラ

（石
神
）
∵

石
神
祭
祀
　
外
来
文

化
の
侵
入

社
殿
神
道
の
影
響
に
よ
り
麓
の
元
の
イ

ワ
ク
ラ
に
小
さ
な
イ
ワ
ク
ラ

（石
神
）

が
付
加
さ
れ
る
。

山
の
上

・
中
の
イ
ワ
ク
ラ
は
祭
祀
対
象

と
し
て
の
意
味
を
失
い
、
麓
の
イ
ワ
ク

ラ
は
山
か
ら
祭
祀
上
分
離
さ
れ
る
。
太

陽
祭
祀
の
終
焉
と
社
殿
神
道
の
影
響
の

増
大
に
よ
り
、
岩
門
は
鳥
居
、
小
さ
な

イ
ワ
ク
ラ
は
社
殿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も

の
に
変
質
す
る
。

３
　
三
輪
山

（１
）
神
奈
備
山

神
奈
備
山
の
共
通
例
と
し
て

①
山
容
が
円
錐
形
ま
た
は
笠
形
で
共

通
し
て
い
る
。

②
部
落
に
近
い
。
平
野
に
た
い
し
て

貧
え
て
い
る
。

③
い
ず
れ
も
古
来
の
大
社
が
山
麓
に

鎮
座
し
て
い
る
。

等
を
挙
げ
る
人
も
い
る
。

（文
献
２

①
）し

か
し
私
は
、
こ
れ
は
神
奈
備
山
の

一
面
を
と
ら
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
す

べ
て
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
私
は

三
輪
山
の
登
拝
道
の
傍
ら
に
注
連
縄
の

か
か
つ
た
小
さ
な
岩
を
い
く
つ
も
見
た

こ
と
が
あ
る
。
人
は
巨
岩
と
か
形
の
変

わ
っ
た
岩
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
こ
の
変
哲
も
無
い
岩
が
ど
う
し
て

イ
フ
ク
ラ
な
の
か
を
考
え
る
こ
と
な
く

し
て
イ
ワ
ク
ラ
の
全
貌
を
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
痛
感
し
た
．

（注
）
三
輪
山
山
頂
に
あ
る
奥
津
イ
フ
ク

ラ
ヘ
は
、
大
神
神
社
の
隣
に
あ
る

狭
井
神
社
か
ら
登
拝
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
狭
井
神
社
に
申
し
込
み
。

写
真
撮
影
は
禁
止
。

神
奈
備
山
も
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
基
本
的
に

「神
奈

備
山
と
は
古
代
人
が
守
り
神
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
山
」
の
こ
と
で
あ
る
。
決

し
て
、
秀
麗
な
山
だ
け
が
そ
の
対
象
で

は
な
い
。
従
っ
て
古
代
、
神
奈
備
山
は

村
の
鎮
守
の
森
の
よ
う
に
集
落
ご
と
に

あ
る
と
言
え
る
ほ
ど
無
数
に
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
神
奈
備
山
が
成
立
す

る
要
件
と
は

「守
り
神
に
な
つ
て
も
ら

事
例

‥
越
木
岩
神
社
と
北
山

史
天
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勢
い
が
も
つ
と
も
弱
く
な
る
冬
至
の
日

に
、
司
祭
者
が
山
頂
に
登
り
、
イ
ワ
ク

ラ
に
太
陽
神
の
依
り
代
と
し
て
の
銅
鏡

を
は
じ
め
玉
類

・
武
器
類

・
土
器
に
入
　
（

れ
た
供
物
な
ど
を
供
え
、
東

（ひ
む
が

し
）
に
昇
る
太
陽
に
向
か
っ
て
礼
拝
し

た
と
私
は
推
測
し
ま
す
。
そ
の
後
、
神

霊
が
宿
る
山
頂
の
聖
地
に
は
、
山
官
（上

官
）
と
し
て
日
向
神
社
が
、
ま
た
山
麓

に
は
里
官
と
し
て
神
体
山
を
拝
む
た
め

の
大
神
神
社
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
山

頂
の
神
社
に

「日
向

（ひ
む
か
）
」
と

い
う
名
前
が
残
っ
た
の
は
日

（太
陽
）

に
向
く
、
日
に
向
か
う
と
い
う
そ
の
意

味
か
ら
し
て
、
そ
こ
で
太
陽

（日
の
神
）

に
向
か
っ
て
拝
む
と
か
、
太
陽
が
昇
る

東

（ひ
む
が
し
）
の
方
に
向
い
て
拝
む

と
い
う
太
陽
祭
祀
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
た
め
で
し
ょ
う
。
』

さ
て
、
三
輪
山
に
は
、
奥
津
イ
フ
ク

ラ

・
中
津
イ
ワ
ク
ラ

・
辺
津
イ
フ
ク
ラ

の
二
つ
の
イ
ワ
ク
ラ
が
あ
る
と
言
わ
れ

る
。
し
か
し
、
三
輪
山
の
イ
ワ
ク
ラ
の

分
布
図

（下
注
参
照
）
を
み
る
と
　
実

に
多
く
の
イ
ワ
ク
ラ
が
点
在
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

（注
）
三
輸
山
の
イ
フ
ク
ラ
の
分
布

図
は
、
転
載
禁
止
と
な
つ
て
い
る
た

め
、
こ
こ
で
は
紹
介
で
き
な
い
。
文

献
２
②
を
各
自
直
接
参
照
の
こ
と
。

そ
の
た
め
、
頂
上
の
奥
津
イ
ワ
ク
ラ
は

と
も
か
く
、
中
津
イ
ワ
ク
ラ
と
辺
津
イ

ツ
ク
ラ
は
ど
れ
だ
と
特
定
す
る
の
は
困

難
な
状
況
に
あ
る
。

大
神
神
社
自
身
の
言
葉
を
借
り
よ
う
。

（文
献
２
②
）

『
現
在
、
神
社
で
は
文
字
に
従
っ
て
中

津
磐
座
、
辺
津
磐
座
は
中
腹

・
麓
の
磐

座
を
指
し
て
の
名
称
で
あ
る
と
説
明
し

て
い
る
が
、
共
に

一
個
処
に
と
ど
ま
ら

ず
、
数
も
多
く
、
こ
れ
だ
と
断
定
は
で

き
な
い
。
や
は
り
諸
先
輩
の
説
か
れ
る

よ
う
に
神
体
山
信
仰
で
は
、

「い
わ
く

ら
」
は
全
山
処
々
に
点
在
す
る
の
が
当

然
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
祭
祀
の
度

ご
と
に
盤
座
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
る

と
い
う
説
、
ま
た
頂
上
の
奥
津
磐
座
に

た
い
し
て
麓
の
三
カ
処
よ
り
祭
祀
を
奉

仕
し
た
か
ら
、
そ
の
線
上
は
そ
れ
ぞ
れ

に
辺
津
、
中
津
の
磐
座
が
存
在
す
る
と

い
う
説
を
考
え
る
べ
き
で
、
中
世
末
期

の
大
神
曼
茶
羅
と
も
よ
ば
れ
る
古
絵
図

は
、
第
二
の
説
を
思
わ
す
も
の
が
あ

る
。
』

イ
ワ
ク
ラ
進
化
論
の
立
場
を
と
る
私
は
、

も
ち
ろ
ん
第
二
の
説
を
と
る
。

上
記
の
麓
の
三
カ
処
と
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

（文
献
２
②
）

①
拝
殿
奥
か
ら
の
イ
ワ
ク
ラ
線

②
山
の
神
か
ら
の
イ
ワ
ク
ラ
線

③
檜
原
神
社
か
ら
の
イ
ワ
ク
ラ

線こ
の
こ
と
か
ら
、
奥
津
イ
フ
ク
ラ
は
三

つ
の
イ
ワ
ク
ラ
の
原
点
で
あ
り
、
最
重

要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（３
）
三
輪
山
の
イ
ワ
ク
ラ
の
進
化
論

的
考
察

ス
テ
ツ
プ
Ａ

（
一
つ
の
イ
ワ
ク
ラ
）

神
奈
備
山
に
は
、
必
ず
そ
の
山
頂
に

神
跡
が
あ
る
。
山
頂
に
神
跡
の
な
い
山

な
ど
神
奈
備
で
は
な
い
。
こ
こ
で
神
跡

と
は
神
の
依
り
代

（よ
り
し
ろ
）
で
イ

ワ
ク
ラ
や
神
杉
等
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

神
奈
備
の
山
は
、
部
落
に
近
く
そ
ん
な

に
高
い
山
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
人

が
頂
上
に
立
つ
こ
と
を
前
提
に
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
富
士
山
や
穂
高
岳
は

高
山
で
は
あ
る
が
、
古
代
の
人
々
が
登

れ
な
い
以
上
、
神
奈
備
と
は
な
り
得
な

い
。古

代
の
人
々
は
、
集
落
の
近
く
に
讐

え
る
山
の
頂
に
は
神
が
降
臨
す
る
と
想

像
し
、
山
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。
し
か

し
、
神
の
降
臨
は
想
像
で
あ
っ
て
証
明

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、

人
々
は
頂
上
に
向
か
っ
た
。
鬱
蒼
た
る

原
生
林
に
覆
わ
れ
た
道
な
き
山
の
頂
き

に
立
つ
の
は
容
易
な
こ
と
で
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
や
つ
と
の
思
い
で
頂
上
に

達
し
た
人
々
は
、
山
に
祈
る
心
の
必
然

の
結
果
と
し
て
、
そ
こ
に
神
跡
を
発
見

す
る
。
そ
し
て
そ
の
時
か
ら
、
山
は
真
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に
お
け
る
三
つ
の
イ
ワ
ク
ラ
と
は
、
特

定
の
不
変
の
岩
石
を
指
す
も
の
で
は
な

く
極
め
て
流
動
的
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
つ
の
イ
フ
ク
ラ
は
、
古
代
岩
石
祭

祀
の
思
想
の
現
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

神
社
の
成
立
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

下
表
は
、
景
山
春
樹
著

「神
体
山
」
（文

献
５
①
）
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
こ
の

分
類
に
つ
い
て
は
異
論
も
あ
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
が
、
　
ョ
一つ
の
イ
ワ
ク
ラ
の

思
想
」
が
、
い
か
に
根
源
的
な
も
の
で

あ
る
か
を
理
解
し
て
も
ら
う

一
助
と
し

て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

太
陽
神
も
進
化
し
様
々
な
も
の
に
枝

分
か
れ
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
そ
の
具

現
化
の
一
例
が
神
話
の
神
々
で
あ
る
。

こ
の
移
行
は
自
然
に
行
わ
れ
る
。
不
可

知
　
不
可
視
　
不
可
触
な
神
が
、
実
態

を
持
っ
た
神
に
移
行
す
る
こ
と
は
人
々

の
欲
望
の
自
然
な
反
映
で
あ
ろ
・λ

４
　
古
代
中
山
吾
孫
子
本
神
所

ス
テ
ッ
プ
Ｄ

（形
式
化
さ
れ
た
二
つ
の

イ
フ
ク
ラ
）

三
輸
山
の
奥
津
イ
ワ
ク
ラ
・
中
津
イ

フ
ク
ラ

・
辺
津
イ
ワ
ク
ラ
は
岩
の
群
れ

で
、
流
動
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
や
が

て

「二
つ
の
イ
ワ
ク
ラ
の
思
想
」
は
、

象
徴
化
、
形
式
化
さ
れ
て
ゆ
で
、

岩
の
群
れ
は
、
明
瞭
な

一
つ
の
巨
岩

に
象
徴
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま

り
、
イ
ワ
ク
ラ
の
流
動
性
が
な
く
な
り
、

イ
ワ
ク
ラ
の
固
定
化
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「石
神
祭
祀
と

社
殿
神
道
」
の
思
想
の
萌
芽
を
意
味
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま

り
、
依
り
代
か
ら
神
の
籠
も
れ
る
石
ヘ

の
進
化
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
裏
返
し

て
言
え
ば
、
イ
ワ
ク
ラ
祭
祀
の
黄
昏
で

あ
る
。

さ
ら
に
イ
ワ
ク
ラ
の
置
か
れ
る
べ
き
位

置
で
あ
る
山
頂

・
中
腹

・
麓
に
お
い
て

も
象
徴
化
が
進
み
、
山
頂

・
麓
に
こ
だ

わ
ら
ず
山
の
斜
面
に
二
つ
の
イ
ワ
ク
ラ

が
形
式
的
に
設
定
さ
れ
る
．

こ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
説
明
す
る
古
代
中

山
吾
孫
子
本
神
所
で
あ
る
。

「イ
ワ
ク
ラ
進
化
論
」
の
発
想
は
、

私
が
中
山
寺
奥
の
院
の
裏
山
に
あ
る
中

山
吾
孫
子
本
神
所
と
呼
ば
れ
る
上
、中

下
の
イ
ワ
ク
ラ
に
遭
遇
し
た
時
に
得
た

も
の
で
あ
る
。

古
代
中
山
吾
孫
子
本
神
所
は
、
奥
の

院
境
内
よ
り
頂
上
に
か
け
た

一
帯
の
地

域
に
あ
っ
て
、
三
輪
山
に
奥
津
イ
ワ
ク

ラ

・
中
津
イ
ワ
ク
ラ

・
辺
津
イ
フ
ク
ラ

の
ニ
ケ
所
の
イ
ワ
ク
ラ
が
祭
祀
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
上
の
神
所

中
の
神
所
・

下
の
神
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
上
の

神
所
は
山
頂
近
く
に
あ
り
、
そ
れ
か
ら

少
し
下
つ
た
と
こ
ろ
に
中
の
神
所
が
あ

る
。
下
の
神
所
は
、
奥
の
院
本
殿
裏
の

奥
殿
に
取
り
込
ま
れ
た
巨
岩
で
あ
る
。

（文
献
６
）

特
に
私
が
着
日
し
た
の
は
、
奥
殿

に
取
り
込
ま
れ
た
イ
ワ
ク
ラ
で
あ
っ
た
。

（図
３
Ｘ
■、
日
に
し
て
い
る
光
景
は
、

イ
ワ
ク
ラ
が
仏
関
に
取
り
込
ま
れ
よ
う

し
て
い
る
進
化
の
過
程
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
の
で
あ
る
。
奥
の
院
の
僧
侶
に

聞
く
と
、
こ
の
イ
ヮ
ク
ラ
の
前
に
は
仲

哀
天
皇
と
大
仲
媛
の
一
対
の
石
像
が
祀

ら
れ
て
い
る
と
い
・λ
　
「イ
フ
ク
ラ
の

前
に
石
像
」

「イ
フ
ク
ラ
の
後
に
小
さ

な
イ
フ
ク
ラ
」
、
そ
し
て
　
そ
の
相
似

性
が
稚
日
女
の
イ
ワ
ク
ラ
考
察
の
糸
口

と
な
っ
た
。

図3 本殿の左側の大悲水側から撮影した本殿

事の工事中の奥既
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図6 下の神所 (三神の富 )

奥
之
院
に
当
た
る
。
こ
の
奥
の
院
の
隣

に
は
、
自
鳥
伝
説
で
有
名
な
下
か
ら
水

が
湧
き
出
し
て
い
る
自
鳥
石
が
あ
る
。

祭
神
の
三
神
と
は
、
忍
熊
王
と
そ
の
両

親
の
仲
哀
天
皇

・
大
仲
媛
を
指
す
。
仲

哀
天
皇
の
後
の
皇
后
は
、
有
名
な
神
功

皇
后
で
、
応
神
天
皇
は
そ
の
皇
子
。
先

の
皇
后
大
仲
媛
の
息
子
の
忍
熊
皇
子
は
、

皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
戦
に
て
神
功
皇
后

に
討
た
れ
た
。
い
わ
ば
継
子
と
実
子
の

争
い
で
あ
り
、
応
神
天
皇
と
し
て
は
後

味
の
悪
い
も
の
で
あ
っ
た
。
オヽ
の
た
め
、

忍
熊
皇
子
の
鎮
魂
に
意
を
払
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
尚
、
奥
の
院

（元
々
の
中
山

寺
）
は
、
非
業
の
死
を
遂
げ
た
忍
熊
王

の
御
魂
を
祀
る
た
め
に
聖
徳
太
子
に
よ

り
創
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「紫
の
雲
こ
そ
な
び
け
行
き
て
見

ん
吾
孫
子
の
峰
に
神
ぞ
ま
し
ま
す
」
と

詠
ん
で
中
山
に
登
つ
た
と
さ
れ
る
聖
徳

太
子
の
伝
説
か
ら
言
え
ば
、
中
山
吾
孫

子
本
神
所
は
聖
徳
太
子
の
時
代
よ
り
ず

っ
と
古
く
か
ら
あ
つ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

（２
）
中
山
吾
孫
子
神
所
の
イ
ワ
ク
ラ

配
置

イ
ワ
ク
ラ
の
研
究
に
お
い
て
、
イ
フ
ク

ラ
の
配
置
の
検
討
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
下
記
に
Ｃ
Ｐ
Ｓ
の
測
定
結
果
と
そ

れ
か
ら
得
ら
れ
た
配
置
図
を
示
す
。

表 2 中山吾孫子本神所のイワクラのGPS測定結果 (世界測地系)

精度は平均 15m(衛星の状態により変化する)

ごろごろ岳山頂の三角点 (点名 :剣谷)での誤差例 ±04秒

日本測地系への変換は、緯度に一n7秒を加算、経度に+100秒を加算する。

イワクラの名前 北緯 東経

奥津イワクラ

上の神所 (七神の窟 )

34度 50分 06 5秒 135度 20分 58 0秒

中浄イフクラ

中の神所 (五神の窟 )

34度 50分 04 8秒 135度 21分 00 4秒

辺津イフクラ

下の神所 (三神の窟 )

34度 50分 01 3秒 135度 21分 03 5秒

CPS測定器 :エンペックス気象.la式会社製 ポケナビlnllll FG-530
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５
　
北
山
に
お
け
る
太
陽
祭
祀
の

形ス
テ
ツ
プ
Ｄ

（形
式
化
さ
れ
た
二
つ
の

イ
フ
ク
ラ
）

北
山
は
、
六
甲
山
系
の
西
宮
市
に
属

す
る
塁
局
２
３
０
ｍ
の
奇
岩
累
々
と
し

た
岩
山
で
あ
る
。
麓
に
は
甑
岩
と
呼
ば

れ
る
イ
フ
ク
ラ
で
有
名
な
越
木
岩
神
社

が
あ
る
。
こ
の
神
社
の
前
身
は
後
に
言

及
す
る
よ
う
に
、
大
国
主
西
神
社
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
私
は
以
下

の
根
拠
に
よ
り
、
こ
の
地
域
に
お
け
る

奥
津
イ
ヮ
ク
ラ
、
中
津
イ
フ
ク
ラ
、
辺

津
イ
ワ
ク
ラ
の
存
在
を
想
定
し
た
。

①

大
国
主
西
神
社

（越
木
岩
神
社
の

前
身
）
は
北
山
、
大
神
神
社
は
三

輸
山
が
、
そ
れ
ぞ
れ
神
社
の
背
後

に
あ
る
。

②

大
国
主
西
神
社
は
イ
フ
ク
ラ
祭
祀

で
大
神
神
社
と
同
じ
で
あ
る
。

③
・　
大
国
主
西
神
社
の
祭
神
は
大
国
主

で
あ
り
、
大
神
神
社
の
大
物
主

（下

注
参
照
）
と

一
致
す
る
。

④
・　
北
山
は
中
山
吾
孫
子
本
神
所
か
ら

９
ｋ
ｍ
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
同

一

の
イ
ワ
ク
ラ
文
化
園
と
見
な
せ
る
。

従
っ
て
、
中
山
吾
孫
子
本
神
所
の
三

つ
の
イ
ワ
ク
ラ
に
類
似
し
た
イ
フ
ク

ラ
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。

（注
）
大
物
主
神
は
大
国
主
神
と
は
全
く

別
神
だ
と
す
る
座
口
司
氏
の
説

（文
献

２
③
）
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
以
下
の

解
説

（文
献
７
①
）
か
ら
、
大
物
主
＝

大
国
主
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ

う

。

『大
物
主
神

‥
古
事
記
に
よ
れ
ば
、

大
国
主
神
と
と
も
に
国
造
り
を
行
っ

て
い
た
少
彦
名
神
が
常
世
の
国
へ
去

り
、
大
国
主
神
が
こ
れ
か
ら
ど
う
や

っ
て
こ
の
国
を
造
っ
て
行
け
ば
良
い

の
か
と
思
い
悩
ん
で
い
た
時
に
、
海

の
向
こ
う
か
ら
光
輝
い
て
や
っ
て
く

る
神
様
が
現
れ
、
大
和
国
の
三
輸
山

に
自
分
を
祭
る
よ
う
希
望
し
た
。
大

国
主
が

「ど
な
た
で
す
か
？
」
と
聞

く
と

「我
は
汝
の
幸
魂

（さ
き
み
た

ま
）
奇
魂

（く
し
み
た
ま
）
な
り
」

と
答
え
た
と
い
・２

日
本
書
紀
の
一

書
で
は
大
国
主
神
の
別
名
と
し
て
お

り
、
大
神
神
社
の
由
緒
で
は
、
大
国

主
神
が
自
ら
の
和
魂
（に
ぎ
み
た
ま
）

を
大
物
主
神
と
し
て
祀

っ
た
と
あ

る
。
』

上
記
の
想
定
に
も
と
づ
き
、
北
山
地
区

を
調
査
し
た
結
果
を
以
下
に
示
す
。

図9 北山 (左上に太陽石がそそりたつ北山の核
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リ
ン
ガ
信
仰
は
大
古
か
ら
世
界
各
地
に

あ
り
、
悪
霊
を
払
い
五
穀
豊
穣
と
子
孫

の
繁
栄
を
祈
る
最
も
素
朴
な
信
仰
形
態

で
あ
る
。

陽
石
は
、
縄
文
時
代
以
降
、
古
代
人
の

間
に
行
わ
れ
た
男
根
崇
拝
の
信
仰
対
象

と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、

私
は
こ
の
岩
を

「陽
石
」
と
呼
ぶ
こ
と

と
す
る
。

陽
石
と
太
陽
石
は
、
後
に
示
す
よ
う

に
極
め
て
正
確
な
南
北
の
基
準
線
を
形

成
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
陽
石
が

太
陽
祭
祀
に
と
っ
て
不
可
欠
の
イ
ワ
ク

ラ
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（３
）
辺
津
イ
ワ
ク
ラ

‥
甑
岩

甑
岩
は
越
木
岩
神
社
の
イ
ワ
ク
ラ
で
、

そ
の
大
き
さ
は
周
囲
約
４
０
ｍ
・
高
さ

１
０
ｍ
で
あ
る
。
酒
米
を
蒸
す
時
に
使

う

「甑
↑

しヽ
き
と

と
い
う
道
具
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら

「甑
岩
」
と
名
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巨
岩
の
形
状
が

女
性
自
身
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女

性
を
守
る
神
と
し
て
子
授
か
り
　
安
産

の
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
甑

岩
の
裏
に
あ
た
る
北
側
に
は
稚
日
女
尊

（わ
か
ひ
る
め
の
み
こ
と
）
を
祀
る
北

イ
フ
ク
ラ

（図
１
６
参
照
）
が
あ
る
。

こ
の
イ
ワ
ク
ラ
は
、
甑
岩
を
女
神
と
見

て
男
神
と
も
い
わ
れ
る
。

（文
献
９
）

し
か
し
、
北
イ
ワ
ク
ラ
が
男
根
に
似
て

い
る
か
ら
男
神
と
い
う
の
は
分
か
る
が
、

祭
神
稚
日
女
は
当
然
女
性
で
あ
る
か
ら

整
合
性
が
と
れ
な
い
。

（神
社
に
問
い

合
わ
せ
た
が
、
神
社
側
も
わ
か
ら
な
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
）

（
４
）
三
つ
の
イ
ワ
ク
ラ
の
配
置

北
山
の
イ
ワ
ク
ラ
の
周
囲
に
は
幸
い

に
も
木
々
が
な
か
つ
た
た
め
、
そ
の
位

置
を

０
８
Ｌ
Ｏ
　
口
畔
事

の
衛
星
写
真

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か

ら
読
み
取
っ

た
二
つ
の
イ

ワ
ク
ラ
の
直

線
配
置
の
偏

角
は
∠
θ
＝

３
。

で
あ

っ
た
。
こ
の

値
は
、
古
代

中
山
吾
孫
子

本
神
所
の
図

Ｏυ　
＝
　
一ё

４
。
　
の

１

／
２
以
下
で

あ
る
の
で
、

古
代
人
の
直

線
性
の
感
覚

の
許
容
範
囲

内
に
十
分
あ

る
と
推
定
さ

れ
る
。

図 12 辺津イワクラ :甑岩

奥津イワクラ :太陽石

からの直線距離

東を0度 とした時の

時計回りの角度

中津イフクラ:陽石 203m 90度

辺津イフクラ :甑岩 666m 93度

表4 三つのイワクラの Golg e Earth衛星写真からの読み取リデータ
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（６
）
北
山
の
二
つ
の
イ
ワ
ク
ラ
の
進

化
論
的
考
察

こ
こ
で
、
先
に
述
べ
た
中
山
吾
孫
子

本
神
所
と
北
山
の
Ｆ
一つ
の
イ
フ
ク
ラ
」

を
進
化
論
的
に
比
較
す
る
。

北
山
に
お
い
て
は
、
辺
津
イ
フ
ク
ラ
の

甑
岩
が
生
活
圏
の
近
く
に
あ
る
の
に
対

し
、
中
山
吾
孫
子
の
辺
津
イ
ワ
ク
ラ
は

里
か
ら
遠
く
離
れ
た
山
奥
に
あ
り
、
辺

津
イ
ツ
ク
ラ
の
本
来
の
意
味
を
喪
失
し

て
い
る
。
ま
た
中
山
吾
孫
子
に
お
い
て

は
、
き
わ
め
て
短
い
距
離
に
二
つ
の
イ

ヮ
ク
ラ
が
並
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
　
北

山
に
比
べ
形
式
化
の
程
度
が
著
し
く
進

ん
で
い
る
。
ま
た
、
北
山
で
太
陽
祭
祀

が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

か
ら
、
型
式
学
的
に
は
、
北
山
は
中
山

吾
孫
子
よ
り
古
い
と
言
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、

二
つ
の
イ
フ
ク
ラ
の
型
式
学
的
年
代
は
、

三
輸
山
↓
北
山
↓
中
山
の
順
と
な
る
。

し
か
し
、
実
際
の
年
代
の
前
後
関
係
の

確
定
に
あ
た
っ
て
は
、
外
来
文
化
の
要

素
等
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は

考
古
学
と
同
様
で
あ
る
。

６
　
越
木
岩
神
社

今
ま
で
こ
の
問
題
を
意
図
的
に
避
け

て
き
た
が
、
甑
岩
の
北
よ
り
東
に
３

３
。
の
方
角

・
距
離
７
０
ｍ
の
甑
岩
の

上
端
よ
り
や
や
高
い
小
山
の
上
に
、
稚

日
女

（わ
か
ひ
る
め
）
を
祀
つ
た
イ
フ

ク
ラ
が
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
扱
う
か
が

最
大
の
課
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
　
後

世
に
築
か
れ
た
も
の
と
し
て
検
討
を
進

め
る
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
越
木

岩
神
社
の
歴
史
の
検
討
の
な
か
で
自
ず

と
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
．

（１
）
太
陽
祭
祀
か
ら
大
国
主
祭
祀
ヘ

ス
テ
ッ
プ
Ｄ

彩^
螢
一化
さ
れ
た
二
つ
の

イ
ワ
ク
ラ
）

越
木
岩
神
社
の
前
身
は
、
越
木
岩
神

社
の
由
緒
に
よ
れ
ば
平
安
時
代
の
９
２

７
年
に
編
纂
さ
れ
た
延
喜
式
神
名
帳
に

記
さ
れ
て
い
る
大
国
主
西
神
社
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
（文
献
９
）
し
か
し
、

大
国
主
西
神
社
は
西
宮
神
社
の
前
身
で

あ
る
と
す
る
説

も
あ
っ
た
。
こ

れ
に
関
し
て
、

西
宮
神
社
の
元

宮
司
で
あ
る
吉

井
良
隆

氏

は

「
エ
ビ
ス
神
研

究
」
の
論
文
の

中
で
、
西
官
神

社
説
を
否
定
す

る
見
解
を
述
べ

て
い
る
。
　
（文

献
１
９

・ヽ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、

越
木
岩
神
社
の

前
身
は
大
国
主

2,

図 15 初詣で賑わうイヮクラで有名な越木岩神社 (兵庫県西官市)

図 16 稚日女車のイワクラ (北座 高さ16m 幅 17m)
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に
古
い
と
思
わ
れ
る
。

稚
曰
女
の
イ
ワ
ク
ラ
は
小
さ
く
容
易

に
建
設
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す

べ
き
あ
る
。

１
９
９
５
年
１
月
１
７
日
の
阪
神
大
震

災
の
際
こ
の
イ
フ
ク
ラ
は
崩
れ
た
が
、

神
社
側
の
話
で
は
そ
の
崩
れ
方
か
ら
人

工
的
に
築
か
れ
た
イ
フ
ク
ラ
の
可
能
性

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（も
ち
ろ

ん
イ
フ
ク
ラ
が
古
代
人
の
建
造
物
で
あ

る
と
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
で
は
あ
る
が
・
‥
、
私
は
、

日
本
の
イ
ワ
ク
ラ
の
多
く
は
、
ア
〓
ミ

ズ
ム
の
立
場
か
ら
本
来
自
然
石
と
考
え

て
い
る
）

稚
日
女
の
イ
ワ
ク
ラ
の
設
置
時
期
は
、

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
社
殿
神
道
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
。
古
代
に
神
社
建

築
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
今
で

は
定
説
と
い
っ
て
よ
い
。
（文
献
５
②
、

１
１
）
ま
た
、
神
社
の
社
殿
建
築
が

一

般
化
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
律
令
制

下
の
官
社
制
度
が
成
立
し
た
天
武
朝

（７
世
紀
末
）
で
あ
る
と
の
有
力
な
説

が
あ
る
。

（文
献
５
②
、
１
２
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、

稚
日
女
の
イ
ラ
ク
ラ
は

一
般
に
語
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
太
古
か
ら
あ
る
も
の
で

な
く
、
社
殿
神
道
の
影
響
に
よ
り
後
世

に
築
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

７
　
む
す
び

本
論
文
で
は
、　
ど
ろ
イ
ワ
ク
ラ
の

直
線
配
置
」
を
と
り
あ
げ
た
が
、
私
の

先
の
論
文

「六
甲
山
系
ご
ろ
ご
ろ
岳

漢
人
の
イ
ワ
ク
ラ
」

（イ
ワ
ク
ラ
学
会

誌
８
号
掲
載
）
に
お
い
て
は
、

「イ
ワ

ク
ラ
の
三
角
配
置

（剣
岩

・
鏡
岩

・
弁

天
岩
）
」
が
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
起

こ
り
、
変
遷
す
る
様
を
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
も
、
今
か
ら
思
え
ば
イ
フ
ク
ラ
進

化
論
の
一
例
で
あ
る
。

イ
ワ
ク
ラ
は
古
代
史
を
研
究
す
る
上

で
貴
重
な
古
代
遣
跡
で
あ
り
、
文
化
財

の
規
定
に
照
ら
し
現
在
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

の
対
象
と
な
つ
て
い
る
ボ
ル
ダ
ー
タ
フ

ー
と
コ
ッ
ク
ロ
ッ
ク
の
適
切
な
調
査

・

保
護
を
西
官
市
教
育
委
員
会
に
お
願
い

致
し
ま
す
。

②
六
甲
巨
石
文
化
　
松
本
翠
耕
著
　
ｐ
２
５

～
３
７

文
献
４

「古
代
人
は
太
陽
に
何
を
祈
つ
た
の

か
」

奥
野
正
男
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大
和
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房
　
１
９
９
５
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９
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０
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０
０
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司
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０
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史
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９
９
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６
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８
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９
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∽
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ｏ
●
　
」
く̈
ｏ
一
ｏ
ｏ
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０
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６
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表2 三つのイワクラの衛星写真とCPSデータの比較 (距離 )

表0 三つのイワクラの衛星写真とCPSデータの比較 (角度)

方位線

図 2 方位誤差とズレの説明

奥津イワクラ :太陽石からの直線距離

衛星写真データ GPSデータ 誤差率

中津イワクラ :陽石 201m 203m +1 0%
辺津イワクラ :甑岩 666m 682m +2 4%

誤差率=CPSデータ/衛星写真データ

東をぴ とした時の、時計周りの角度 万t誤差

sin∠ θ

下図参照

衛星写真

読み取り

データ

GPS

データ

角度の差∠ θ

中津イワクラ :陽石 90° 90 7° +0 7° 1 2%
辺津イフクラ :甑岩 93° 94 9° +1  9° 3 3%

角度の差∠ θ=CPSデーター衛星写真データ
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